
洛
陽
攻
略
作
戦
に
参
加
し
て
　 

千
葉
県
　
佐
久
間
正
夫
　 

私
は
大
正
十
年
二
月
十
一
日
生
ま
れ
で
す
。
現
役
兵
と
し
て

昭
和
十
七
年
二
月
一
日
、
東
京
世
田
谷
の
東
部
第
一
二
部
隊
留

守
部
隊
（
近
衛
野
砲
兵
連
隊
）
に
入
営
し
ま
し
た
。
二
月
五
日
、

野
砲
兵
第
三
十
二
連
隊
要
員
と
し
て
東
京
を
出
発
。
二
十
二
日
、

現
地
北
支
山
東
省
■
州
の
第
四
二
五
七
部
隊
へ
（
連
隊
長
櫻
井

大
佐
）
馬
中
隊
に
入
隊
、
新
郷
に
お
い
て
三
カ
月
の
初
年
兵
教

育
を
受
け
（
馬
六
頭
立
て
）
ま
し
た
。
人
と
馬
と
の
教
育
な
ど

考
え
て
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
口
に
は
出
せ
な
い
つ
ら
い
三
カ

月
で
し
た
。

そ
の
後
、
戦
車
第
三
師
団
（
滝
）
野
砲
隊
機
動
砲
兵
第
三
連

隊
に
転
属
、
こ
こ
で
約
一
カ
月
牽
引
車
の
教
育
を
受
け
、
各
部

隊
に
編
成
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
三
日
、
ゴ
ビ
砂
漠
の
包
頭
県
に
到
着
し
、

周
囲
の
治
安
維
持
と
警
備
に
当
た
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
四

月
か
ら
二
カ
月
、
京
漢
作
戦
に
参
加
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
部
隊
の

南
下
が
始
ま
り
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
行
動
で
し
た
。

作
戦
、
作
戦
の
繰
り
返
し
で
、
毎
日
が
戦
場
の
中
で
す
。
後
か

ら
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
が
河
南
作
戦
の
始
ま
り
で

し
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
（
日
時
は
忘
れ
た
）
夜
、
出
動
下
令
、
夜

陰
に
乗
じ
黄
河
の
渡
河
作
戦
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
、

人
・
馬
・
車
が
粛
々
と
し
て
進
む
。「
山
河
」
の
暗
号
を
意
識

し
つ
つ
前
進
す
る
や
、
突
然
対
岸
か
ら
敵
の
機
銃
・
迫
撃
砲
・

曳
光
弾
を
交
え
集
中
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
が
部

隊
は
一
人
の
負
傷
者
も
出
さ
ず
夜
明
け
と
と
も
に
渡
河
作
戦
に

成
功
し
ま
し
た
。
南
岸
の
敵
地
、
覇
王
城
を
ま
ず
攻
略
し
、
怒

涛
の
ご
と
く
一
路
鄭
州
へ
と
進
撃
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
敵
の
要

衝
、
洛
陽
攻
略
戦
で
あ
る
と
聞
い
て
身
の
引
き
締
ま
る
感
動
を

受
け
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
こ
ろ
、
楚
河
舗
付
近
に
差
し
か
か
っ
た
と

き
、
吉
松
部
隊
が
敵
と
交
戦
中
で
あ
り
、
吉
松
部
隊
の
要
請
を

受
け
、
我
が
小
池
中
隊
は
援
護
に
回
り
ま
し
た
。
堅
固
な
ト
ー

チ
カ
陣
地
に
対
す
る
歩
兵
部
隊
の
総
攻
撃
に
対
し
、
我
が
野
砲



部
隊
の
援
護
射
撃
に
よ
っ
て
敵
を
撤
退
さ
せ
た
の
で
す
。

敵
の
要
衝
洛
陽
近
し
と
行
動
中
、
臨
汝
鎮
街
道
に
さ
し
か
か

っ
た
と
き
、
突
然
敵
機
が
飛
来
し
、
機
銃
掃
射
を
受
け
、
数
名

の
死
傷
者
を
出
し
た
こ
と
が
残
念
で
、
私
の
心
に
い
た
く
刻
ま

れ
て
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

我
々
は
、
反
面
義
憤
に
燃
え
、
士
気
は
一
段
と
高
ま
り
、
中
隊

は
白
沙
へ
と
進
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
部
隊
を
再
編
成
さ
れ
古
都

重
要
拠
点
洛
陽
に
進
撃
し
、
昭
和
十
九
年
五
月
二
十
五
日
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
が
陥
落
さ
せ
ま
し
た
。
た
だ
今
ま
で

の
戦
闘
等
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
戦
友
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
祈
っ
て
や
ま
な
い
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日
に
こ
の
地
を
離
れ
、
河
南
省
襄
城

警
備
に
就
き
、
階
級
も
上
等
兵
に
進
級
し
ま
し
た
。
私
も
よ
う

や
く
一
人
前
の
兵
隊
に
な
っ
た
と
喜
び
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
日
こ
ろ
か
ら
襄
城
に
お
い
て
初
年
兵

（
補
充
兵
）
教
育
を
三
カ
月
ほ
ど
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ

か
ら
何
と
な
く
情
勢
が
悪
く
な
り
、
教
育
隊
の
出
動
も
時
々
あ

り
、
教
育
、
警
備
、
出
動
の
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
五
日
、
ソ
連
参
戦
の
情
報
に
よ
り
北

進
し
北
京
警
備
の
た
め
、
長
辛
店
に
着
任
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
北
辛
店
に
お
い
て
北
京
守
備
の

た
め
、
毎
日
重
車
両
の
整
備
、
調
整
、
出
動
待
ち
で
し
た
。
そ

し
て
昼
の
食
事
を
取
り
に
行
っ
た
と
き
、
同
年
兵
か
ら
日
本
敗

戦
の
情
報
を
聞
き
ま
し
た
。

ソ
連
の
裏
切
り
参
戦
と
、

玉
音
放
送
に
よ
り
確
認
し
ま
し
た
。

我
々
は
日
本
は
あ
く
ま
で
も
勝
つ
と
信
じ
て
お
っ
た
の
に
と
、

全
兵
士
は
皆
怒
り
狂
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
敗
戦
と
な
り
、
中
隊
は
北
京
の
紫
禁
城
庭
園
に
移

動
、
テ
ン
ト
兵
舎
生
活
を
し
つ
つ
紫
禁
城
警
備
に
就
き
（
兵
器

は
そ
の
ま
ま
携
帯
）
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
付
け
で
陸
軍
兵
長
に
進
級
い
た
し
ま
し
た
。
復

員
下
令
は
十
二
月
五
日
ご
ろ
で
あ
り
兵
器
は
取
り
上
げ
ら
れ
、

塘
沽
よ
り
米
軍
上
陸
用
舟
艇
に
よ
り
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
四

日
佐
世
保
に
上
陸
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

十
二
月
十
八
日
ご
ろ
と
思
い
ま
す
が
、
突
然
帰
り
ま
し
た
の

で
家
族
（
当
時
祖
父
母
、
父
母
、
弟
）
が
よ
く
生
き
て
帰
ら
れ

た
な
、
と
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。




